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山縣　「大阪芸術大学グループ60周年記念の特別座談

会」開催にあたり、理事長をはじめ、山田先生その他

大勢の先生方にお越しいただきありがとうございます。

この座談会は塚本学院グループ創立記念60周年を記念

して、研究所が企画し、その内容を研究所の機関誌

『藝術28号』誌上に掲載する予定でございます。

座談会の主題はご案内の書類に記載しましたとおり、

『大阪芸術大学グループ60周年記念　過去・現在・未来

－その夢を語る』ということであります。

この６月に、世界的な日本の企業の一つであるトヨ

タ自動車の社長になられた渡辺捷昭さんが、「現状に満

足すれば衰退が始まる。健全な危機意識を維持し続け

るDNAを提供したい」とある新聞で語っているのを読

みました。

本日のテーマの中の「夢」というのは、現状に満足

せず、常に危機意識を持ち続けたいという、この座談

会を企画した側の意志の表明でもあります。健全な危

機意識とは、また折々の「夢」のことでもありましよ

う。過去の夢、現在の夢、将来の夢を語ることを通し

て、世界的な企業としてのトヨタのモノづくりにも匹

敵する、本校の人づくりの夢が明らかにできればと思

います。

前置きはこれくらいにして、御出席の方々を私、司

会者の左手手前から、テーブルの順番に簡単に紹介さ

せていただきます。

まず理事長の塚本邦彦先生、次に芸術大学ができた

頃から大学に関係していらっしゃった山田幸平先生、

比較的新しい先生として写真学科の織作峰子先生、次



の方も比較的新しく専任の先生になられた映画学科の

大森一樹先生、次は右手に移りまして、同じく手前か

ら芸大の中でも非常に長期滞在者という事を最近にな

って知りました教養課程・哲学の依田義右先生、本校

の卒業生でもあり比較的新しく着任されたデザイン学

科の松井桂三先生、放送学科卒業生で読売新聞大阪本

社文化事業部長の窪田邦倫さん、それから最後になり

ましたが教養学科の講師の塚本英邦先生です。塚本先

生は、同僚としても、また年齢的にも最も若い、新し

い世代の代表です。

それでは「まず理事長から一言」と申し上げたいの

ですが、まずは最古参の、したがって昔の夢、芸大創

立当時の「夢」をご存知の山田先生から一言お願いし

ます。司会者側の希望としましては、創立当初にどう

いう夢があったのかということ、そして今はどういう

風に思っていらっしゃるかということも含めてお願い

します。

〈過去の夢〉

夢の想い出

山田　私は、創立当時の初代理

事長で学長でもあった塚本英世

先生と、およそ20年弱おつきあ

いしました。塚本邦彦理事長と

もだいたい20年というところで

す。昭和37年か38年頃から非常

勤として短期大学で文芸学と演

劇学を教えており、そういう時からだと思います。

ちょうどヨーロッパに４年ほど行っておりまして、

昭和47年（1972年）だと思うんですが帰って来てほっ

としていたら、３月の終わり頃に大阪芸大の教授とし

て来いというお話しでした。私はあまり就職に縁がな

い方なんですが、ちょうどその月に限って３つ程ござ

いまして（笑）、もう一つはある大学のロシア文学の教

授、残りの一つは恩師から京都の美術館の学芸主任に

と話がきました。じーっと考えまして、魅力があるの

は大阪芸大だなと思ったんですが、お返事は４月間際

になってもまだいたしませんでした。しかしちょうど

その時、東京の小池藤五郎先生から電話があって、

―これは初代の文芸学科の学科長である方で、南総

里見八犬伝の校訂をなさった方ですね―「ぜひ早く

着任してほしい」と言われ、それで決めたんですけれ

ども。小池藤五郎先生が初代の学科長で、今の学科長

も小池一夫先生ですから（笑）ちょうどね、僕はその

事を非常におもしろいなと思っているんです。

もう一つ、私自身が学校ということでは非常に苦労

した事をそれに噛み合わせてお話したいと思います。

昭和22年に戦争から帰って参りまして、大学を受験し

ないといけないんですけど、当時の生活では下宿なん

てできないんで、関西で探しておりました。しかしど

こにも私の趣味である漫画とか、挿し絵付きの小説と

か、映画とか、まぁ一番気楽にやれるところがなかっ

たんですね。そのとき阿倍野の本屋で本を一つ見つけ

まして、京大の美学の井島勉先生の『芸術の創造と歴

史』という本を読んだとき、「ああここだったら自分の

希望もかなえられるかな」と思い、受けたんです。学

科試験はある程度通ったんですが、それが芸大と同じ

で口頭試問がありまして、「大学で何をやりたいんです

か」と聞かれ、私が「映画の研究をやりたい」といい

ますと、「映画なんかありません。通そうと思っていま

したが、映画だったら他へ行ってください」といわれ

ました。他に行くところがありませんから、とっさに

「西田哲学やります」と答えたら、「それなら大丈夫で

す」と言われて、入らせていただいたんです。

だから結局、哲学科ではあるんですけど、挿し絵で

すね、いわゆるイラストレーション、絵画を含めて勉

強できるのはそこだけだから入学して、いつのまにか

時間がたったんですね。

この芸大に入って非常に良かったのは、私が昭和49

年の頃に学科長になれと言われたとき、たしか48歳か

49歳だったと思うんですが、創立時の方が皆さん錚々
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たるメンバーだったんです。画家、建築家、デザイナ

ー、あるいは写真家がいらっしゃって、色々教えてい

ただきました。その中でも特に、昭和50年頃に映像学

会というのがありまして、関学の小山義美教授という

友だちに勧められて入ったら、ちょうどメンバーとし

て依田義賢先生が入っていらっしゃった。ここにおら

れる依田先生のお父様なんですけどね。同時に滝沢一

先生、黒澤監督の映画を撮影したカメラ・マンの宮川

一夫先生、そういう方たちとお会いしまして、その時

に少年時代の夢が全部かなってしまったんです。その

体験がすごく大きかったのですね。それでここまでや

ってこられたんだと思います。初期の先生方の名前を

申しますと、染色の吉岡常雄先生からは『地中海のブ

ルー』というのを教えていただきましたね。あるいは

松井正先生からも絵の描き方を教えてもらいましたし、

岩宮武二先生には敦煌の莫高窟で写真の助手も務めさ

せていただきました。非常に貴重な体験を得ることが

できたんですね。だから、私の半生から大阪芸大をス

ポっと落としますと、正直なところ、半分以上は何も

ないぐらいです。大阪芸大の40年弱の生活というのは、

そういうものでした。

山縣　山田先生の御半生は大阪芸大と共にあったとい

うことでしょうか。私なんかもここにおられる依田先

生のお父上の依田義賢さんやカメラマンの宮川一夫さ

んはお名前だけは存じ上げているんですけれど、そう

いった方たちと…

山田　そうですね。同僚として過ごさせていただきま

したが、その体験は他の大学ではなかったと思います

ね。

山縣　では次に、不思議な付号ですが、大阪芸術大学

グループの60周年の年に60歳を迎えられるという理事

長にお願いします。

理事長　山田先生の場合は長いですし、今の大学院は

山田先生のおかげで出来たようなものです。とてもお

顔が広いわけですから。新しく大学院を設置する場合

は合○の先生が必要で、それが芸術系だったら何名と決

まっているんですけど、何も知

りませんから山田先生に相談し

て、全部段取りをしてもらって

いるんですよ。

それから今もお話に出ました

が、創設者の塚本英世が全部つ

くったんです。私がつくったも

のは大学院と、４年制の通信教育と今年31年ぶりに出

来ましたキャラクター造型学科ぐらいのものですね。

山縣　依田先生はいかがでしょう。

哲学と芸術家

依田　私は哲学が専門なんですけど、硬い学問ですよ

ね。それを大阪芸術大学で教えるとなった時に、いか

に柔らかくするか、とても悩みました。ところが学生

と応対するうちに、学生たちはアーティストなので、

いわば哲学を、本人は気付いていないことが多いが、

作品の中に一緒に作り込めているんじゃないかと、ふ

と思いました。といいますのもある時、ぼくが、ある

哲学者のことばで、光が本物であるかどうかは、それ

が闇を通ってきたかどうかで決まる云々というのを、

学生諸君に話しました。もちろんこの場合の光とは、

光そのものたる神の霊的光、ロゴスの光のことであっ

て、闇は、第一の被造物としてのそれ、あるいは、肉

としてのそれであり、神の光であれば、肉たる闇を圧

倒して、これに打ち勝ち、われわれの魂に達するはず

であるという意味です。ところが、「私もかねてからそ

う思っていました。」と複数の学生から反応がありまし

た。いまにして思えば、私も若気の至りで恥ずかしい

のですが、「これは物質的光のことじゃないよ。」とや

や侮っていいますと、その内の一人の学生が、「分かっ

ています。」といってぼくに話した内容の深さに驚きま

した。物質的光について同じように考えていると同時

にアナロギア的に彼らの構想力は深まって高貴な光へ

ともう移行していたのです。その時ぼくは、「アーティ



ストに対しては、それほど神経質になって、分かりや

すくする必要はないかもしれない。」と思うに至りまし

た。その後、テレビを見ていたら、100歳をこえて、も

うほとんど作品を作る体力がなくなりつつある芸術家

が、詩人や、哲学者みたいなことを話してるのをきい

て、「これだな。」と思いました。アーティストは制作

活動をやめたら、もともと作品の中に溶け込んでいた

詩的なもの、哲学的なものが、葉脈が浮き出るように

露出するので、詩人や哲学者のように見えても不思議

ではないのだな、と。

もっともこれには傍証があります。古代ギリシアの

哲学者には、元画家であったという人がかなりいます。

中には画家でもあるという哲学者もいます。プラトン

は若い頃、悲劇作家・脚本家になりたくて、アテナイ

で開催された脚本コンクールに参加するために、脚本

を小脇に抱えて急いでいると、人集りができているの

で何だろうと覗くと、ソクラテスが青年たちに取り囲

まれて、ど真ん中で、哲学の話をしているとこでした。

プラトンはソクラテスの話を聴いているうち、感動し

て、せっかく苦労して仕上げた脚本をその場で焼き捨

てたと伝えられています。でも、プラトンは脚本家と

しても生きていけたと思います。事実、プラトンの全

作品は、師ソクラテスが主なる登場人物である脚本形

式（対話形式）で貫かれています。

そのように、いずれにせよぼくは、芸術家は、まあ

気付いている人も中にはいるでしょうが、ある意味で、

哲学者や詩人でもあるのだと割り切って考えるように

なり、それでほっとして哲学の授業が随分教えやすく

なりました（笑）。

山縣　先生は30年近くこの大学にいらっしゃるわけで

すが、その間、理事長がおっしゃったように、いろい

ろ新しい学科ができたりしています。そうした変遷の

中で、先生のご専門の哲学と学生さんの関係もさるこ

とながら、芸大そのものの大学像の変遷といったとこ

ろで何かお感じになるような事はございますか。

依田　先ほど理事長がおっしゃったように、どんどん

学科が造られ、学科が増えることで、やはり活性化し

ますよね。よく伝統とか伝承とかいいますけれど、判

を押すようにただ単に同じことを繰り返し続けている

だけでは、だんだん目減りして、じり貧になっていき

ます。シルクスクリーンでも目減りしますよね。グラ

フでいえば、たとえわずかであっても、右肩下がりで

垂れてきますよね。その垂れた線をあるときぐっと持

ち上げる人が必要です。大阪芸術大学でそれができて

いるということは、幸せなことです。

学生として経験した芸大

山縣　今までは教官側の立場での話題が進んできまし

た。今度はかつて学生であり、今は先生でもいらっし

ゃる松井先生にお話を伺いたいのですが。

松井　私は２期生なんです。美術学科とデザイン学科

の２つしかない時代です。その当時は芸術系の大学が

少なく、東京芸大、武蔵美、多摩美、日大、大阪芸大、

金沢美術工芸大学、京都美大、京都工芸繊維大ぐらい

しかありませんでした。

私はたまたま広島で育ったので、（もともと）広島大

学に行こうと思っていました。だけど、将来どうしよ

うかと悩み、おふくろに「アーティストになる」と言

ったら「食えないからやめろ」と。それもあって、「デ

ザインなら食えるかな」という感覚で（笑）。実は非常

にファッションが好きだったので、ファッションデザ

インがしたかったんです。ところがいろいろ調べます

と、行こうとした学校の学生比率が、女性が70％、男

性が30％ぐらいだったので「これは俺が行く学校じゃ
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ない」と思いました。結局、広島からあまり遠くに行

かしてもらえなかったのと、おふくろがずっと大阪に

住んでいて土地勘を持っていたものですから、大阪

（芸術大学）にたまたまに来る事になりました。それが

僕の今までの経歴になっているんです。

私が入学した時、非常にいい先生たちがいらしたん

です。美術学科もそうですし、デザイン学科も中村真

さん、早川良雄さんも後からいらしたのかな。その中

でも先程の山田先生のお話に登場した岩宮先生の言葉

を今でも一番覚えています。京都に写真を撮りに行く

授業があり、―今はデザイン学科で外にロケという

授業はあまりないのですが、その頃はどんどん外に出

て、あるいはシルクスクリーンを刷ったり、エッチン

グを彫ったり、アートの系統の実技もかなりあったん

ですね―京都の先斗町あたりで撮影して帰り、いわ

ゆる映写会でいよいよ学生が批評される訳です。そこ

で、今も覚えているのですけど、私だけが誉められた

んです。「君は立体を平面化すること、平面を立体化す

ることに長けている」と言われまして、それが非常に

うれしかった。今、教師を始めて、やはり誉めてあげ

るという事がどれだけ学生にとって重要かという事を

思います。

その頃の話ですが、その後、私がいる時にできたの

が陶芸と写真、学科だったのかどうか覚えていません

が、その２つが増えただけで、そんな時代だったので

す。当時のデザイナーの登竜門である日本宣伝美術家

協会というグラフィックデザイナーの会が主催する、

年に一度のコンペがありましたが、当時は教えに来て

いただいた先生の中で、そこで奨励賞をぽんぽんぽん

と３年連続して獲る先生がいるんです。「すごいな。そ

ういう先生に師事しないといけないな」と、18歳や19

歳の頃だから思うんですよね。そんな先生を見て勉強

しようと思ったんです。その後はデザイナーになるの

ですから、「師匠がいてもしょうがない」と思いまして、

自分なりの情報でアイデアを出し、良い姿勢でデザイ

ンをやっていかなきゃいけない、と考えていました。

その当時の夢は「世界」だと思っていましたね。

山縣　それは学生としての松井先生の夢と、当時のス

タッフ、学校の夢とがうまく重なっていたということ

ですね。

松井　そうですね。日本のデザイン情報があまり海外

に出ない、あるいは入ってくるのもニューヨークの情

報しかなかった時代ですが、確かに世界で認められた

先生方がいらっしゃいました。そういう意味で私はよ

かったと思っています。

山縣　ありがとうございました。それでは次に同じ卒

業生として、そして実社会でご活躍なさっているお一

人として窪田さん、いかがでしょうか。

多様な学科、学科間の交流

窪田　この大学に入った理由は

極めて単純明快です。私はラジ

オドラマをつくりたかったんで

す。テレビと違い、耳で聞いて

いろんな想像を膨らませるラジ

オドラマに興味をおぼえ、その

世界で将来仕事をしてみたいと

思っていました。当時、放送学科のある大学は、日大

の芸術学部と大阪芸大の２校しか全国になかったんで

す。私は出身が鳥取なので、東京はほとんど視野に入

れてませんから、迷うことなく大阪芸大の放送学科へ

進みました。そこに行けば自分の夢が必ずかなえられ

るという思いからです。

私自身が思う芸術の領域というのは、―これは私

の私見かもしれませんけど―、限りなく広いと思う

んです。ただ単に芸大という名前から考えると、なん

となくデザイン、美術、音楽が中心になっているよう

な気がしますけど、芸術の領域には従来の固定観念に

とらわれない、様々な分野が全て入ってくると思うん

です。そういう点からいくと、大阪芸大には設立時か

ら夢をつかませたいという思いがあり、学科のネーミ



ングなどに現れているんじゃないかと思いますね。先

見性と何かにチャレンジしていこうという精神が最初

からあって、それがずっと今も培われ、いろんな形に

発展していっていると思うのです。

現に放送学科も我々が入った時は、依田義賢先生に

映画を教えてもらい、矢部先生に放送、千代間先生に

ラジオ、もう亡くなられた津山先生に演劇の事を習い、

放送の中に色んなものが凝縮されていました。それが

一つずつ大きな積み重ねとなり、広がり、舞台芸術に

なったり、いろんな学科として独立していった。やは

り大阪芸大というのはすばらしい学校、今後も更に前

に前に向かっていく学校だと思いますね。私が仕事を

するマスコミや芸術の世界をはじめ、どの世界でもそ

うなのでしょうけど、これで終わりとか、完成という

ことはないと思うのです。私の今があるのも大阪芸大

でそういう精神を培ったからだと思いますし、私は良

い大学を卒業できて本当に良かったと思っています。

〈現在の夢〉

山縣　ありがとうございました。今までのところは創

立の頃からいらした先生方、あるいはその頃に学生を

されていて、今は様々な仕事にたずさわっている方々

のお話で、夢と学校が重なった話ばかりだったのです

が、夢というのは不平や不満からも生まれるものです。

こうあって欲しいという想いが「夢」を生み育てるこ

とがあると思うのですが。最近来られた織作先生いか

がしょうか。外からいらっしゃって、先生ご自身の期

待、または夢、あるいは今の大阪芸術大学に対する不

平や不満などはないでしょか。

クロス・ファンクション

あるいはコラボレーション

織作　新参者なのですけれど、大学に参りまして私は

４年生のゼミを担当させていただいております。４年

生というと、就職など、卒業後の将来を決めなくては

いけない時期に入っています。写真学科の学生は、比

較的技術的な事はしっかり身に付いている学生が多い

ですから、授業を受けていない時は、ラボ（現像所）

に行ってアルバイトをしたり、結婚式のスナップを撮

って小銭を稼いだりしている学生がいて、いくらか就

職を意識している学生もいます。そういう学生に関し

てはいいのですけれど、今まで親に授業料払ってもら

って、どこか親の庇護の元に生きている中で芸術の勉

強している訳ですから、これから社会人になるという

意識があまりない。もちろん（そうした意識の）ない

良さ、ない悪さがあると思うのですけれど。こんなに

のん気でいいのかなと思う反面、まぁ芸術家なんだか

ら食べられないのも一つだろうと思う気もします。社

会に出ていって自分が陽の目をみる時期を楽しみにす

るのも一つだと思うのですが、そんな時に一番大切な

のは人間性です。どんな世界で生きていても、食べら

れても食べられなくても、やはりその人の人間性とい

うのはすごく大切だと思うんです。そういう感覚で学

生と接していると、守られてきていると感じる学生が

かなり多いんですね。そんな学生がこれから社会に出

て、荒波を乗り越えていけるのだろうかと。挨拶一つ

できない学生が大勢いたりするんですよ。だから私は

生徒に「生きていくうえでの生活の知恵として、うま

く世の中を渡っていけるような生き方を、少しは身に

つけとく方が得よ」という話をしています。親心にな

っちゃうんですよね。今までは親に高い授業料を払っ

てもらっていたのが、これからは自分でやっていかな

いといけない訳だから。これから社会で色んな人と出

会っていく中で自分がどういう態度をとれば得か損か

という事ぐらいは教えていこうと思います。

例えば写真の場だと、今はデジタルの技術は重要だ

から、「（就職試験の）面接で『デジタルの技術はあり

ますか？』と質問されたら、なくてもありますと言い

なさい（笑）。その瞬間から勉強すればいいんだから。

とにかく第一印象が大事だから、なんでも『できま

9
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す！』『やります！』『やる意欲だけは誰にも負けませ

ん！』と明るく言った方がいいわよ」と。勉強だけで

なく、うまく人生を生きていくテクニックみたいなも

のを私なりに教えてあげたいと思いながら学生と接し

ています。卒業してからいろんな壁にぶつかるのが目

に見えているんですよ。実際に私もそうだったので、

その時にどうやって生き抜いてきたかということを、

大学生たちと接する中で少しずつ教えてあげるのが先

生の使命ではないかと思うんです。

私はまだ２年目ですが、写真だけ撮って（撮らせて）

いるんじゃないんです。先程、依田先生が「写真家は

詩が作れる」とおっしゃいましたけど、逆に詩が作れ

なければ写真家じゃないのです。詩を書くような気持

ちで写真を撮らないといけないのです。だから文書も

書かせようと思うのです。フォトエッセイという言葉

があるぐらいで、写真は必ず言葉と抱合せなんですね。

後は大学がだんだん大きくなり、いろんな学科が出

来ましたが、その学科同士のクロスファンクションと

いうか、―一般社会でもそうですよね―他分野が

一緒になってものをつくる事で何か新しい発見がある。

これからはいろんな分野の人たちが大いにクロスする

事が大事で、それが出来るのが大阪芸大だと思うんで

す。そこから、大きく輪を広げていく事が一つのポイ

ントじゃないかと思います。私も写真を撮りながらテ

レビにも出ていますし、いろんな分野の人たちとクロ

スしている事によって自分自身、成長出来ている実感

があります。まさにこの大学だったらそういう事が出

来ると思いますから、そこを踏まえて夢に向かって生

きていきたいなと思います。

山縣　大森先生。ここ大阪芸大では非常に新しい先生

なんですが、いかがですか？

大和川の南に文化？

大森　今年から専任で来たのですが、大阪芸大はずっ

とそばにあったような気のする大学です。と申します

のが、僕は昭和27年生まれでし

て、これ（配布資料「大阪芸術

大学のあゆみ」※注：座談会の

最後に掲載）で言うと、３～４

行目にあたります。生まれた所

が大阪市東住吉区田辺本町７丁

目という所で、ここに記載され

ている平野や美章園、矢田というのが非常に馴染み深

い場所なのです。（自宅の）最寄りの駅は南大阪線の針

中野でしたから（笑）。本部が矢田に移転された２年後

に、針中野を離れて今住んでいる兵庫県の芦屋に越し、

以来ずっとそこで住んでいます。こういっちゃなんで

すが、東住吉区より芦屋の方が芸術、文化の香りが確

かに高かったような気がするんですが（笑）。そこで中

学、高校時代を過ごして、映画と出会います。

その次に（記憶に）出てくるのが、1971年のこと。

大阪芸術大学芸術学部に映像学科（映像計画学科）が

出来るんですね。それを覚えています。僕は1970年に

高校を卒業し、浪人しておりました。父が医者だった

ので、医学部にいけというんですが、かなり高い壁だ

と思っていたんです。そんな時に大阪芸術大学の映像

学科ができました。高校の時から８ミリ映画なんかを

やっていたものですから「こんな近くに映画を勉強で

きるところが出来たんだ」と思って親に言いましたら、

「とんでもない！大学で映画を学ぶなんて、何を考えて

いる！だいたい大阪芸術大学の芸術学部の映像学科な

んてこの先どっちへ行くかわからんだろう」と言われ

ました。父母は東住吉区に長く住んでおりましたので、

大和川の南に文化があるとは思っていないんです（笑）。

そういう事もあって一笑にふされ、２年後やっとのこ

とで医学部に入学したんですが。その後、いろいろ経

まして映画監督になりました。

映画監督になって、1980年代頃からでしょうか、ス

タッフ、助監督、プロデューサーの中に大阪芸大の映

像学科を出たという人がぽろぽろと出始めました。10

年目ですね。「あぁ、やっぱり出て来るんだ」と思って



いるうちに、ここ数年、急激に大阪芸大出身の映画監

督が出てきました。今や、東京を中心とした映画業界

の中でも大阪芸術大学出身の方が非常に多くなってき

て、東の日本映画学校、西の大阪芸大といわれるぐら

い、業界のスタッフの中に増えました。そういう意味

で、「映像学科は20年はかかるんだな」としみじみ感じ

ましたね。

その次に出て来ますのが1999年です。長女が大阪芸

大にいきたいと言い出しましてね。「おぉそうか。大阪

芸大だったら入れるじゃないか」と思ったんですが、

塾の先生に聞くと「とんでもない。大阪芸大はなかな

か入れません」と言われてびっくりした経験がありま

す。当時、京都東映の仕事をしていて、中島貞夫監督

が教授をされているので、京都撮影所でお会いした時

「娘が芸大の映像学科へ入りたいって言っているんです

が」と言うと「大森君の娘だったら入れるだろう」と

いう訳のわからない言葉をいただきました（笑）。確か

に合格したんですけれど、アメリカの大学に行きたい

と言い出しまして、「大阪芸大に行ってくれたらいいの

に。中島監督にも言ったのに」と思ったものですが、

無事に今年、アメリカの大学を卒業いたしました。

山縣　何なさっているんですか？

大森　一応ねぇ、映像をやるって聞いていたんですけ

ど、卒業式へ行ったら全然違う彫金かなんかをやって

いました（笑）。おまけにアメリカ・テキサス州のノー

ステキサス大学なんですが、そこで彫金を教えてもら

った先生が、３ヶ月日本の京都で勉強してきたアメリ

カ人。それだったら京都の芸大へ行ってていいじゃな

いかと思ったんですが。娘の代わりに、この大学へ来

たというわけではないんですけど（笑）。

2003年からこちらで非常勤で来るようになり、今で

も近鉄南大阪線の針中野を通過する時、本当になんだ

か目頭が熱くなるような感傷があり、「40年かけて、戻

ってきたな」と感じています。

ここ数年、全国の芸術系他の大学で、映画の学科が

どんどん出来ているんですが、さっきも言いましたよ

うに、大阪芸大が10年、20年、30年を経てどんどん大

学から映画界に人材を送れるようになった。それだけ

の時間がかかるという事です。東京芸大の大学院にも

出来ますけど、それなりになるのに10年20年かかると

思うと、一番良い時期に大阪芸大でやらせてもらえて

いるんじゃないかと、本当に幸福に思っています。こ

の30数年、中島貞夫先生、先ほどからお話に出ている

宮川一夫先生、依田義賢先生、滝沢一先生と、代々の、

映画にかかわる我々の大先輩が一生懸命やってこられ

ました。施設的な事もそうですが、撮影所まで持って

いる大学は、まぁありません。撮影所なんてものは、

これからの大学が建てるとしても、とても建たないと

思います。そんな事を考えると、改めて、大阪芸大の

一番良い時期に映画を担当させていただいていると思

っております。

〈未来の夢〉

山縣　個人的には非常に幸せだという事ですね（笑）。

では一番お若く、さまざまな意味で大阪芸術大学の将

来を担ってらっしゃる塚本英邦先生は、いかがでしょ

うか。

異文化体験・国際的コラボレーション

塚本英邦　私は去年から教養課

程で、社会学と情報処理分野で

パソコンの実習を担当させても

らっています。教養課程主任の

先生の前で言うのもなんですが、

芸大の中の教養の役割というの

は、―私個人の考えなのです

が―、普通の大学の経済や社会学という一般教養と

は違うのではないかと思うのです。芸大であればそれ

ぞれの学科に行けば、そこでコアな能力を学ぶ。教養

課程だけが一般教養、大学生が持っていなければなら

11
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ない全般的な知識を学ぶ場所ですが、他の大学の社会

学部の講義以上のものをしようと思い、授業を進めて

います。出張などで海外へも行かしてもらうのですが

…。ニュースを観ていますと、日本人の多くが海外に

行っているイメージがあるんですが、実はあまり行っ

ていない学生も多いんですね。芸術家、アーティスト、

クリエーター言い方はたくさんありますが、芸大の学

生にはもっと外をみて欲しいという思いがあります。

海外旅行に行けば、そこの文化に対して強烈に、例え

ば違和感であるとか、気持ちよさなど、いろいろ感じ

ると思うのですね。そんなふうに自分の持っている世

界と違うものにたくさんかかわって欲しいという気持

ちに加え、ヨーロッパ系、アジア系の学生も芸大に増

えれば、芸大の中で色んな文化のコラボレーションが

起こるし、学科間のコラボレーションも活性化するん

じゃないかと思うんです。

僕は１年前まで芸大の歴史はほとんど知らなかった

んですけれど、今こうして発展してきて、今後も発展

を続け、アートと名のつく分野全てを包容していける

大学になったらいいなと思います。

山縣　ありがとうございます。発言が一巡したところ

で私個人の事を申し上げれば、大阪芸術大学に伺って

お世話になってから、今年で５年目か６年目になると

思います。着任する時にも様々な夢を持っていて、今

もまた夢を持ち続けているわけですが、60年というこ

とで考えますと、今、私たちはどこかで守りに入って

いる所もあるのではないかと思います。これからはそ

うした「守り」と同時に「攻め」に向かわなくてはい

けないというのが私の感想です。先程、織作先生や塚

本英邦先生がおっしゃったように、これから先の事を

考えれば、さまざまなクロスファンクション、あるい

はカルチャーコラボレーションという形が必要かなと

思います。創成期にはいろんな学科を創っていくとい

う夢があった訳ですが、今は各学科共どこかで自分の

学科を守らないといけないというような面もあるよう

に思います。そうなってしまうのは危険です。そのと

き、先程申しましたトヨタの新しい社長の言葉の通り

「常に危機意識を持って前向きに行かなければいけな

い」という考えが必要になるかと思います。

ここからは、今までの自己紹介を兼ねたような先生

方の発言を踏まえて、どなたからでも結構ですので自

由にご発言ください。

〈夢のコラボレーション・
コラボレーションの夢〉

依田　先程から織作先生、山縣先生、塚本英邦先生も

おっしゃっていましたが、まったく私も同感です。他

の中小の芸術大学ですと、それぞれ苦心して何か売り

を創っているんですね。一つの都市の中にいくつか中

小の芸術系大学がありますと、それぞれの売りを持ち

寄って何か企画していくところがあり、涙ぐましい努

力をしなければなりませんね。そこへいくと我々の大

学は一ケ所で全部売りになるものが揃っています。そ

れどころか他の大学にないような学科も全部揃ってい

るんです。だから先程織作先生、山縣先生、塚本英邦

先生がおっしゃったように、そうなったら今度は、内

部で核融合というようなものを起こしていかないとい

けない。それをどのようにすれば良いかということで

すね。しかし「言うは易し、行うは難し」ですから。

何かうまい方法で実現できればいいですね。

山縣　山田先生、最初の頃、新しい学科が次々できる

段階では、依田先生がおっしゃった核融合というか、

様々な学科間の交流というのは…

創生期のコラボレーション

山田　そうですね。織作先生のお話を聞いて、おたく

族的な学生を苦心して教えたことを、反省を含めて思

い出しているんですが。大阪芸大では、文芸学科とい

っても創作があるんです。それが最初から苦心しまし

て、創作といっても最初からすぐに創作の先生が呼べ



るわけじゃないので。小松左京、小川國夫、眉村卓、

それから文芸評論の川村二郎、こういった専門の方を

お呼びできるようになったのはずっと後です。例えば

私は美学出身ですから、美学でいうと芸術学と芸術史、

文芸学と文学史、もう一つ学生の要望がありまして、

演劇学と演劇史で、これは芸能史も含めます。それか

ら私と同じく映画の好きな学生が多いですから、映像

学と映像史、あるいは映画学と映像史という縦の丸太

ん棒のようなものをつくりました。それが非常に膨ら

んできた。

短大で私が教えていたときは、岩崎真澄という先生、

それから画家の鍋井克之先生が学部長でいらっしゃっ

たんです。今から思いますと、大阪芸大の一つの面白

さは、学部長がいないこと。それがある意味では孤立

した学科が膨らむ一つの要因でもあったのです。結局、

私は今の４つの線をつくったのですが、例えば文学史

だったら私はロシア文学系だとか、フランス文学系だ

とか、いろいろ細かくやっていくわけです。そのうち、

４つの線の中で美学・芸術学は、後に大学院にとられ

てしまうんですね。映像学と映像史、映画学と映像史、

これはね、依田（義賢）先生とか滝沢先生などが文章

の研究を進めていましたから、文芸学科と共同でやろ

うということでした。映像学会があり、学生の交流も

できて、わりとうまく共同できました。演劇学と芸能

史の問題も、一部は大学院、あるいは舞台芸術学科や

放送学科との連携がうまくいきました。つまり、まと

めていくというか、解体したといったらいいのか、長

い間にいろんなことがありました。

個人的に反省しますと、織作先生がおっしゃったよ

うに、おたく族的な学生を引きあげるのには失敗した

なと思いますね。京都大学は、東大などと違って私も

含めて、非常におたく族が多いんですよ（笑）。研究は

するけれども、交渉はしない人たちが多くて。旧制の

頃です。芸大では私が調べて、ノートにとって、それ

から教えるのですが、学生が聞いているだけでノート

をとらないんです。どうしたらいいかなと思っていて、

あるとき気付いたんですね。「発想」だけでしばらくや

っていこうと。（事前に）調べずに、「私はこういう風

に思っている」という形を主体にして講義しますと、

後でコミュニケーションがうまくいくんですね。そう

いう個人的な体験がありました。

今、大森先生が大阪芸大を志望された話がありまし

たが、私がもし昭和27年生まれ、大森先生の年齢でし

たら、確実に受けていたと思います。入学ができたか

どうかわかりませんが（笑）。

理事長　大学の値打ちはどんな先生を揃えているか、

これが一番大事なところなんですね。今、先生方のお

話を聞いていますと懐かしい、すごい先生がいっぱい

おられたというお話でした。しかし、よく考えると今

はその時代を超えていますね。

理論系の先生は学閥がございまして、山田先生など

にお願いしますと、パッと揃えてくださるんですけど、

実際に描いたり、フィルムを回したりという実技に関

しての人材は難しいんですね。一時期、学校が腰がひ

けていて、大森先生のところに行っても所詮門前払い

だろうと思ったり、松井先生のような屈指のデザイナ

ーに持ちかけてもそりゃだめだろうと。実際、神戸の

大学や、電通大におられたりする方ですから。織作先

生も美しく写真もよく、昔から欲しいな、欲しいなと

思っていたんですが、やっぱり腰が引けていました。

しかし、カリキュラムの充実の為にはオファーしな

ければいけないという思いがふつふつと湧いてきまし

た。小池一夫さんは私が辛抱できなくて自分で交渉し

ました。直接交渉にいくんですね。そういうことで、

今の大阪芸大には、時代を凌駕するすごい人たち、実

際の社会で活躍されちる方が揃っています。そういう

点では自慢できると思うんですけれど、これからはコ

ラボレーションのことですね。各学科で一緒にいきま

しょうということは非常に難しいですね。

山縣　司会者は司会者として必要なこと意外はしゃべ

ってはならないと思っていたのですけれど、初期の段

階では各学科の先生方がわりあい協力しやすかったと

13
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思うんですね。でも学科という

形が出来てしまったがために、

各学科が守りに入っているとこ

ろがあって、学科間の交流が弱

くなっているようにも思われる

のですが。

コラボレーションの成功例

「探偵オブマイハート」

理事長　先程、記者会見していたのですけれど（大阪

芸術大学・KBS京都・tvk・サンテレビ　産学協同ドラ

マ『探偵オブマイハート』制作記者発表※編集部注）、

テレビ局のKBS京都と、サンテレビ、テレビ神奈川、

千葉テレビ、三重テレビといったところで、大阪芸大

がドラマを創るんです。脚本から監督など全部を創っ

て、それを放送する。そういう企画を始めて今年３年

目になります。映像と俳優は舞台芸術学科の学生たち

使って、主題歌と音楽は音楽学科が作曲、演奏学科が

演奏するというものです。

大森　ロケ地が芸大なんですよね。

理事長　そうなんですよ。

山縣　映像というものは、それそのものが、総合芸術

的なとこがありますからね。

理事長　これが（コラボレーションとして）今までで

一番成功している例でしょうね。先生方も専門のすご

い先生たちでばかりです。こういうものは学生がいく

らやろうといってもできないので、先生方から声をか

けていただくのが必要だと思いますが、しかしはたし

てそうしていくのが良いのか悪いのかですね。

大森　それはいいんですよ、絶対に。理事長は、いろ

いろ名前のある方を呼んで来て、大学をやってこられ

たとおっしゃっています。僕もいくつかの大学で教師

をやってきて感じているんですが、引っぱってくると

いうのは、言ってみれば簡単なことなんですよ。ただ、

引っぱってこられた者としては、大学の中でうまく使

っていただけるかどうかが一番大事なのです。僕はこ

れまでの大学で、講義ばっかりさせられていて、だん

だん嫌になってきました。ここに来てまだ１年目です

から、２、３年でへそを曲げるかもしれないですが、

とりあえず今のところは非常にやりやすい。それは先

程から話にあがっている、学科の伝統でしょうか、自

由にやらせてもらっています。

自分が持っているもの、現場で学んだものを学生に

直接教えることができるのは、僕らの場合、講義では

なく、やはり実習など、実践的な授業です。ここに来

て初めて、こういう形だったら教えられると実感しま

した。ですから、人を連れてくるのは非常に簡単なの

ですけど、連れてきた人をうまく大学の中で使ってい

っているところに、大阪芸大はたいしたものだと感じ

ています。ご存じだとは思うのですが、関西にはこれ

から、いろんな大学に、僕も知ってる映画監督が来ま

すが楽しみでもある半面、うまくいくかなと少し心配

もあります。映画監督というだけで来てもらっても、

自由に映画を教えることがどういうことか理解されて

いないと続かないのじゃないかと。その点、大阪芸大

では、うまく使ってきた伝統があると思います。

山縣　松井先生、うまく使われていますか？

社会とのコラボレーション

松井　使われていますね（笑）。

私の場合は今まで教えるという

ことがなかったものですから、

本当に教えられるだろうかと思

っていたんです。ところがやっ

てみて、私にとても合っている

なという意識を持ちました。私

の場合は考え方として、古代人は、ある地域の限られ

た情報の中で、現代人がビックリするほどのクリエイ

ティブをしています。それは土器や青銅器に付いた空

想上の動物などに見られます。その想像性に富んだク



リエイティブ、それらを見習って、現代の我々は、古

代人に笑われないクリエイティブをしなければならな

い、と考えています。これはテーマの「夢」に通じる

話ですが、私は未来人に残していくものを創りたいと

思っているんですね。我々の世界は、紙一枚で明日は

捨てられるようなものなんだけど、そうじゃなくて、

ちゃんと残していけるものが創りたい。そういう精神

性とか、考え方みたいなものを学生がとらえてくれた

らいいなと思います。確かに実技もきちんと教えてい

ますけど、そういう意味での交流を持とうと思ってい

ますし、先ほどの学科間の交流というのは、私はわり

とやっているつもりなんです。というのは自分から出

ていかないと来てもらえないんですよ。私は新しい人

間なので、バスに乗っても全然知らない先生ばかりな

んです。だから、自分から舞台芸術学科や、アート関

係の学科に行ったりして、何人かの先生や学生と仲良

くしています。

これは小さなことなんですけど、私の仕事のグラフ

ィックデザインから広がっていって、クライアントの

一つである薬品メーカーが、本町にチャイニーズレス

トランをつくることになったんです。チャイニーズレ

ストランは神戸や大阪など、どこにでもたくさんある

ので、どんな仕掛けをしようかと考えました。やっぱ

りコラボレーションかなと思ったのです。香港に『ヨ

ウゲツ』という、香港の有名人や知識人の中で人気の、

いわゆる点心、飲茶のレストランがあるので、それを

持ってこようと香港に行き、話をつけてきたんですよ。

本町の店には１階・２階・３階で約120席あるので、１

階は香港スタイルの飲茶、２階はチャイニーズアール

デコ、３階はオールド・チャイニーズといったイメー

ジで仕上げました。そして、中国に行き、100年前のア

ンティークの家具を買い付けてきました。家具だけで

チャイニーズレストランをつくろうと思って。だから

各テーブル、イスが全部デザイン違うんですよ。私は

グラフィックデザイナーであって、インテリアデザイ

ナーではないので、白いスペースで、何ができるのか

なというところです。そのとき、その白い壁に大学

院・日本画の助手の中川さんに水墨画を描いてもらい

ました。また、芸大の大学院生のアート作品を買って、

飾ったんですよ。学生にしてみれば、初めて自分の絵

を買ってもらえるわけですからすごく喜びますよね。

大学院の制作現場へ行って作品を選び、学生と一緒に

店に10点ほど運んで、実際に置いてみて、どれが合う

のか吟味して、その中から３点選んで買い上げました。

その際、いきなり私が大学院の絵画へ行っても誰だか

知らないと思い、大学院の先生に声をかけました。そ

ういう小さなことがコラボレーションになっていくん

じゃないかと思います。

大学間コラボレーション

松井　私の今の大学院生でニューヨークからの留学生

がいて、木版画やシルク、和紙作りなどいろんなもの

をやりながら、アート本を制作したいと言うのですが、

大阪芸大ではたまたま和紙を作る道具がありません。

「京都精華大学で一つの学科で和紙を作っているからそ

こへ行きたい」と言うので、向こうの黒崎先生に依頼

書を書きました。今は土曜日１回だけそちらへ通って

います。

山縣　それは版画の先生ですよね。

松井　そうです。素材になる和紙も作ってらっしゃる

んですね。その学生は土曜日に行って和紙を作りそれ

を持ち帰って、芸大で作品を作っています。和紙を作

ろうと思うと、今の時点では大阪芸大ではできないの

で、和紙の産地になるのですが、遠いし、彼女は滞在

期間に限りがあるのでそんなことをやっています。と

もかく、コラボレーションというのは学内外で非常に

重要だと私は感じています。

それから、大学のイメージについて。我々が企業に

対して行う仕事と同じで、大学としてのブランディン

グをきちんと考えた企画で、ビジュアルコミュニケー

ションをやっていく必要があると思います。芸大は15
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学科もあるので、外から見るとイメージが繁雑なんで

すね。学科によってもバラバラだし、ある学科では良

く見えて、ある学科では悪く見えることもあると思う

んです。そうではなく、グループ、あるいは大学全体

としてどう見えているのかということですね。ビジュ

アルコミュニケーションとして、きちんと良い状態で

イメージが保たれているのかどうかということです。

また、先ほどから大森先生やみなさんがおっしゃっ

ていた通り、良い先生がたくさんおられる中で、そう

いう方たちが何をやって、何を学生に見せているかと

いうことが非常に重要だと思います。教えるだけとい

うのは難しく、やっていることを学生は見て育ちます

し、そういうことが出来る先生が重要かなと。

私は休まずに大学へ行こうと努力しています。この

間、たまたま２週間程入院して休んでしまったんです

が、そのあと学生から「先生休まないでください」と

言われました。困ったなぁと思いまして。休まないで、

と言われたら、もう休めないんですよ。「２回休んだの

は入院したせいで、仕方がない。ごめん！」と言いま

した。学生がそんなことを言ってくれるのは、ありが

たいと思います。コミュニケーションができるからち

ゃんと言ってくれるんだと思うんですよ。学生はダイ

レクトにものを言いますから。

山縣　休むと抗議が起こるという話が出たところで、

この座談会も10分間ほど休憩にしたいと思います。

〈コラボレーションをめぐって〉

山縣　さて、大きな問題となっているコラボレーショ

ン、それは相互性あるいは共生の問題でもあるかと思

います。学科相互の問題、教官と学生の問題、また教

官と事務の問題、それから学校と社会の問題もあり、

様々な場面でこの問題は大きくなっていくでしよう。

そういう点に焦点を絞って後半の話を進めたいと思い

ます。どなたからでも結構ですのでどうぞお願いしま

す。

イベント大好き

織作　先ほどテレビ・ドラマや

レストランのお話しがありまし

たが、そのようにイベント的な

ものから入っていくのも一つの

方法かと思います。いきなり授

業の中でクロスさせてもわけが

わからなくなると思うのです。

自分たちで形を作っていくためのテーマを与えてあげ

ると、何かできるのでは。例えば松井先生が作られた

ようなレストランであれば実社会で生きているわけで

すし、そういうものがいいと思います。けれどいきな

りというのも難しいので、レストランのバックに実は

芸大があったと、だけど表向きはレストランだったと

いうような、後ろで押してあげる何かを大学側がやっ

てあげるといいと思います。

後はイベント的な物ですよね。ドラマもそうですが、

この前私が考えていたのは、映像学科と写真学科とが

一緒になって町の立体物に作品を投影してそれに音楽

をつける方法があります。そんなイベントをして市民

たちを喜ばせてあげるとかもできますし。何か町ぐる

みで何かできるんじゃないかと。そういったイベント

から始めて、それが進んでいってそこからだんだん学

科間が仲良くなって、繋がりができたところで授業の

中にも反映するのが一番いいんじゃないかと思います

ね。いきなり授業でクロスさせてもなかなか難しいと

思います。そんな機会（イベント）が年に１回か２回

ぐらいあってもいいんじゃないかと思いますね。キャ

ラクター学科の学生が写真を撮るというのも、また違

う感覚で撮れるのでそれを見ることも勉強になると思

うし。もしかして写真学科に入ったのだけど、途中で

映像学科のほうがいいかなと思ったらこの大学では途中

で学科を変えられるんですよ、みたいなものがあったら

いいですね。今の段階ではそれはできるのですか？

理事長　できますよ。今、織作先生がおっしゃった内



容の部分ですけど一般教養で試みをしていますね。専

門の科目を一般の教養にもおいてます。

52分の１から52分の多へ

事務局　学科間のコラボレーションなんですけれど。

今、音楽教育学科、キャラクター造形学科など、音楽

教育まで入れると14学科ありますけれど、よく入試広

報なんかで14学科52コースありますよということで良

くうりにしていましたけど。うちのうりは数がこれだ

けあるんだよという形で、52コースが52コースバラバ

ラ。要するにコラボレーションしなければ1/52しか学

べないみたいな、非常に狭いところで芸術を学ばない

といけないような環境にあるという。やはりうちのう

りというのは基本的に52あって、52の一つに行ったけ

れど、いやぁ３つ４つ５つは学べたよと。だから写真

に入いっても写真以外のプラスアルファを得た人間が

写真学科を卒業するというような、やはりそういう各

学科であることがこれからのうちの強みであろうと思

うんですよね。

だから設立当初のカリキュラムなんか見ると、いろ

んな事情があって、例えば設備とかが不十分なところ

があったりとか、たくさん科目があってたくさん人を

雇うというといろいろ人件費がかさむ問題があるかも

しれませんが、それがうまい具合にカリキュラムの中

に組み込まれていて、その学科にいろんな学科の科目

が入っているんですね。だから先程松井先生が言われ

たように、今でもグラフィックに所属していて写真と

る科目がありますけれども、実際モノを創らせるとい

うような状況ができたと思うんですよ。今はいろんな

施設・設備が充実しすぎていてその結果各学科一つ一

つがこじんまりなっているような形になってしまって

いるかもしれませんが、今の教務という立場からする

ともう一度、原点回帰することによって大阪芸大の良

さがうちだせるんじゃないかなと考えております。今

特定の科目の中には専門の科目を取れるようにはして

いますけれども、実習系においてもこれをこういう風

に取ってどうのこうのじゃなくて先生方が交流するこ

とによってそこに引きずられて学生が交わっていける

ような芸術空間になれば、とは思います。

理事長　イベントもいいですね。うちの大学はイベン

ト大好きで。それおおいに参考にしてたくさんやって

いきたいですね。

窪田　織作先生がおっしゃられたように、私は今、新

聞社で事業に携わっておりますが、いろんなイベント

を組み立てる中で、新聞社以外にたくさんの人や部署、

企業がかかわってきます。イベントはそれだけ奥が深

く、広がりがあるんです。だから大阪芸大も学内だけ

でなく地域や社会に、積極的に大阪芸大のイベントを

仕掛けていったら良いと思います。例えば芸術フォー

ラム、芸術シンポジウムみたいなものや、大阪芸大ら

しく映画祭みたいなものをどんどん企画して、全国展

開していけば、ゆくゆくは大学のイメージ、ブランド

力がアップするでしょう。

逆に言えば大阪芸大はこういう大学で、すばらしい

先生がたくさんいるんだということがどんどん分かっ

ていくと思うんですね。そうすれば地域や企業、団体

の中に芸大のファンクラブができたりすると思うんで

す。そういう応援団的な組織ができてきたり、そうい

う仕掛けをどんどん作っていったほうが私はいいんじ

ゃないかと思いますね。特に先ほどから織作先生がお

っしゃっているように、大阪芸大にはせっかくたくさ

んの学科があるのだから、それを活用すべきだと思い

ますよ。一つの学科だけにとらわれると、縦割りの弊

害というのが出てくると思います。やはり横の連携と

いうのが必ず必要だと思うんですね。それを最大限に

使っていろいろとイベントを軸にしてやっていったほ

うが良いと思います。特に地域とか学外でやるイベン

トについては一過性のものでなく、何年も何年も続け

ていけば定着していって、それが更に大きくなると思

いますね。やはり継続させていくということが一番大

切だと思います。
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先程大森先生がおっしゃられたように芸大も10年20

年たって今のように大きくなったんで、10年以上やっ

て初めて良いものができてくると思うんです。継続は

力なりというように、やはり継続させていくというこ

とが大切ですね。学内もそうですが、学外でもそうい

うものを通じて大阪芸大の良さをもっともっとPRし、

芸大ファンの輪を大きく、全国的に広げていけばいい

と思います。

社会とのコラボレーション

大森　これからのコラボレーションを考える上で、先

ほど織作先生が示唆された言葉に、「実社会とのかかわ

り」というものがあったんですけど、これがすごく重

要だと思います。芸術家同士のコラボレーションとい

うのは、これはこれで芸術的に一段高いところには行

ったりするんで良いですけれど、どっか芸術家同士の

好きなものにはまってしまうところがあるんです。確

かに日本での芸術に対しての注目というのは何かわか

らないところはあります。国が出してくる冊子とか見

ていたら、芸術、芸術と言っているけれど何も芸術が

わかってないなという文章がまわってくるんですね。

今こそ芸術大学と社会のコラボレーションを考える

ことが大事じゃないかと思うんです。戦後60年たって、

こんなに芸術が大事だと、日本が思っている時期はな

いと思うんですね。ただ、なぜこれまで芸術がないが

しろになってきたかと言うと、芸術家がいて、政治家

がいて、それで医者、弁護士がいるという縦割りにな

っている。そこでは医者は芸術を何も知らなくていい、

弁護士も政治家も芸術にいっさい関係なしという世界

が、僕らの上の世代なんですね。しかし今はそうじゃ

なくて、芸術のわかる政治家、医者、弁護士、主婦、

サラリーマンというのがすごく大事になってきている

んです。芸術心はある程度誰でも持ってないとやって

いけない社会になってきたときに、芸大がどういうよ

うな人材を出していけるかということが、社会と芸術

とのコラボレーションじゃないかと思います。

芸術は時間のかかるものです。逆に言うと生涯教育

みたいなところがあって、たまたま18歳から20代の間

に芸大にいたということなんですけれど、その間に花

開かなくても、ひょっとして定年退職して、60歳過ぎ

た時にむらむらっと４年間に教わったことが出てくる

という可能性もあるので。長い目で見ないと。そうい

う意味では４年たって就職できない、芸術家になれな

かったといって、そんなに嘆くことはなくって。これ

から先は出てくると思うんですよね、定年退職を迎え

た芸大生が突然花開くということもあると思います。

時間をかけて見ないといけないということです。また

それだけ社会の変化を見ていかないといけないという

ことですね。

最後に、ここに来て非常におもしろいと思ったこと

は先ほど僕の両親の世代が大和川の向こうに文化があ

るか、という話ですが、やっぱりあるんですね。大阪

芸術大学というんですけど、大阪芸術大学のまん中に

「の」を入れたらいいと思うんですよ。「大阪の芸術大

学」というと非常におもしろいんですね。学内に入っ

て女の子が「あんた、この前の作品提出したん？」と

大阪弁で芸術を語っているところに、すごくこの大阪

芸術大学の新しい芸術の可能性を感じるところがあっ

て。大阪という地域性をもっとアピールしていくとい

うかな、そういうところでコラボレーションを考えて

いかれたらどうかと思います。

理論と制作のコラボレーション



山縣　依田先生どうでしょうか。

今まで大学と社会、学科間のコ

ラボレーションの話が出ました

が、もう一つ私は芸大というこ

とを考えてみたら、私自身が理

論をやっているということもあ

るんですが、理論と制作とのコ

ラボレーションという問題もあると思うんです。依田

先生が初めに哲学のお話をされたときに、学生自身が

哲学を持っているとおっしゃっていたのですが、そう

いう点からでも一言どうぞ。

依田　美学とか哲学というのは、とりわけ若い芸術家

の方々からすればおせっかいのような感じがするんじ

ゃないかと思っています。でも本当はそうではないん

です。ぼくらのような仏教徒がこんなこと言うのもな

んですが、キリスト教が今日あるのは、いうまでもな

いことですが、とりわけギリシア教父などが、ほとん

どが磔になるなどの苦難の布教活動や、のちの神父さ

んや牧師さんの地道な布教活動等の成果ではあるので

すけれども、いまなおキリスト教があんなに大きな勢

力を保っているのは、やはり、プラトンや、アリスト

テレスや、プロティノス等の合理的で整合性ある哲学

をソフトとして用いて理論的に武装した（キリスト教

の肩をもっていえば、取り込んだ）からなんですね。

それはやはり大きいと思います。ご存じのように、新

約聖書そのものは、奇跡のオンパレードのようなもの

であり、ある意味ではしっちゃかめっちゃかなんです

ね。もちろんそのしっちゃかめっちゃかを信じること

ができれば、もうクリスチャンですよね。でも、もし

あのままでしたら、当時のローマの宗教を信仰する優

秀な知識人達や、のちのイスラム教の学者達が、ちょ

っとつついただけでぽろっと崩れてしまします。今の

ような大きな力は持てていなかったと思います。

それと同じで、芸術でも、しっちゃかめっちゃかで

こんなの芸術といえないじゃないかと嘲られたとき、

いや芸術だと、胸を張って本当の意味でいえるとすれ

ば、そして、本当の意味で長く続いたとすれば、やは

り理論的に武装がなされていたからだと思います。ひ

とりよがりや、潤沢な資金や物量にものを言わせたり、

単なる（扇動されたような）大衆の圧倒的支持だけで

は、ある程度は続いても、真に長続きはしません。美

学者や哲学者だけが理論的武装の仕事をやらなければ

ならないというのではありません。でも、理論家と芸

術家の協力、理論と制作の関わり合いというのは、当

然だと思います。非常にスケールの大きな視点でみれ

ばそのようにいえると思います。

山縣　私自身が理論のほうやっていまして、個人的に

は理論と制作というのは相互的な関係になければなら

ないと思っています。おそらくたとえば大森先生の作

品を理論的に評価する人たちがいて、それがまた大森

先生の支えにどこかでなっているでしょうし。今度は

東京に行って織作先生の作品を見て考えたり、書いた

りする、そういうことが相互の力になる、相互に何か

を組み合わせることができると私は思います。そうし

た芸大のコラボレーションを考えるときに、さらにま

た教官と事務局側との間にある種のコラボレーション

が必要であると思うのですけれど、局長どうでしょう。

事務局と教官のコラボレーション

局長　さっき理論と制作とおっしゃいましたけど、教

員と事務局、これはご存じの通り表裏一体。両輪だと

言われ、まったくその通りだと思います。しかし、現

状がどうであるかと言うと、教員側からすれば事務局

というのは、ただただ補完的なというか、サポートす

るだけというのが事務職員という扱い方が大勢を占め

ているような歴史があったわけですね。

ただこれから大学教育、特に高等教育を考える中で

事務職員が単にサポート的な立場にいるのではなくて、

教員は教員としての役割があるのだろう、事務局員は

事務局員の役割あるのだろうという自覚を事務局員が

持っていないといけないと思いますね。
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その主役は当然学生でありますから、学生に対して

我々が、どのような形で先生方の役割以外のところを

担っていくかということをこれからも真剣に考えてい

かないといけないと考えています。それが今おっしゃ

ったようなコラボレーションに繋がるかどうかはわか

りませんが、今とても重要なことと感じています。

山縣　塚本英邦先生、一番若手としてどうでしょう。

芸大グループ全体のコラボレーション

塚本英邦　これは理想なのですけれど、芸大や短大の

キャンパス見学会、入学式・卒業式に行くと、通信教

育部も含めて大阪芸術大学グループ全体でそういった

混ざりあいがあったら面白いなと思います。短大と芸

大がミックスというか、コラボレーションですね。グ

ループ校に行けば、学校によって先ほどの組織の文化

みたいな物が違うんです。芸大は芸大の雰囲気がある

し、美専も芸大と比べると構成している学生の種類が

違い、雰囲気も違います。短大も違いますね。先ほど

のイベントでコラボレーションという話しだったので

すが、芸大グループ全体でコラボレーションすると、

例えば美専に来ている学生は社会の経験者が多いとか

ゆうのも、芸大の学生にすごい刺激になるだろうと思

うし、短大生であれば２年３年で就職をみすえた学生

がたくさんいますから、そういった部分で芸大生にも

刺激があるだろうし、短大、美専だけに行っている学

生も４年制大学っていうのはこうなのだと思うだろう

し、私が想像する以上に学生たちは若い感性で刺激し

あうのではないかと思います。できれば、本当に幼稚

園までは難しいかもしれませんが、芸大のグループ間

や、芸大の学科間でコラボレーションをやっていけた

らとても面白いのではないかと思いますね。

山縣　幼稚園とだって不可能じゃないでしょうね。幼

稚園の園児や先生たちとも何かコラボレーションでき

るような柔軟な発想があれば面白いですね。

私は去年から局長や理事長に話をして大学院の授業

として、松井先生と他の何人かの先生方と一緒にプロ

ジェクト研究というのをしています。それは「カスト

リ雑誌の研究」というんですが、実際問題、僕はカス

トリ雑誌についてはまったくの素人だったんですね。

この４月から松井先生や他の先生たちと一緒に何人か

チームを組んでやっていると、新しくデザインなんか

にも興味を持ち始めまして、よし、それでは何か今ま

でやってきたこととは違うことも少し勉強してみよう

かと思うわけなんですよ。そういう柔軟な発想といい

ますか、攻めの考え方ですよね。

確かに60年経ったことで我々は、この学校には守ら

ないといけないものもたくさんあると思うんですよね。

だけど単に守るだけではなしに、守りが攻めになるよ

うな形を考えなければいけない、そうすればおもしろ

くなると思うんですね。そのあたりは理事長、いかが

でしょう。

新しいコラボレーションの可能性

理事長　おっしゃるとおりですね。それには仕掛人が

いるわけです。今回、山縣先生なんかすごいと思うん

ですよ。こういうメンバーを、ランダムに選んだよう

できっちりそれなりの方を選んでいるんですよね。

山縣　それは局長なり新原さんに相談してでき上がっ

たことなので、先ほどの、事務局側とのコラボレーシ

ョンですが。

理事長　そういうプロデューサーが何人かおられると

良いと思うんですよね。読売新聞などは、いろいろイ

ベントやりましてね。うちも一緒に参加させられるん



ですよ。今度はルーブル展とか、ゴッホ展とかポスタ

ーとかチラシにうちの名前がちょっと書いてくれるん

ですが、これが高いんですよ（笑）。しかし例えばうち

の学生がチケットとか見たときに「おっ芸大も協賛し

ているな！すごいな！」となるわけなんですよ。そう

いう話題のイベントもさることながら、でかいマスコ

ミがやるようなイベントも参加しているんですよ。そ

れも大事なことと思うんです。

山縣　山田先生いかかでしょう。

研究所の役割

山田　私は個人的なささやかな夢はほとんど実現して

いますからね。今のお話し聞いていて芸大に対しての

夢が一つだけあるんですけど。どんなイベントをして

も発展してもいいんですよ。ただし、今は小さいです

けれど、芸術研究所を世界的な芸術研究所にして欲し

いなと思っているんですよ。というのは、日本で１番

じゃないんですよ。日本でもあっちこっちの大学にそ

れぞれ芸術研究をやっております。しかし、アメリカ

やヨーロッパ、中国からでも「やはり大阪芸術大学の

芸術研究所へ行こうか」というところまでもっていっ

て欲しいですね。そうしますと、今織作先生や大森先

生がお話されたようなものをうまく結集できると思い

ますね。

なぜ、そんなことを考えるかと申しますと例えば大

阪芸術大学と聞くと、大森先生がおっしゃったように

田舎にあるという感じがしますね。昔の大阪に住んで

いる者は、理論化がへたなんですね。こういう経験が

一つあるのですけれど、昭和30年頃に梅田画廊で絵を

見てましたら、ある人が大きな鞄を持って来て「梅原

龍三郎は今なんぼしてんねん？」と言ってぱっとお金

出すわけなんですよ。だから流通の問題だけなんです

よね。梅原龍三郎の絵というものがほとんど分かって

いないんです。そういうところが大阪にはちょっとあ

って、つまり流通、あるいは貿易、そういうものが中

心の社会ですから、観念で作品を見ているところがあ

ります。それを突破するためには芸術研究所という形

で深めていき、同時にコラボレーションを進めていく。

そういうような方向が一番良いんじゃないかと思いま

す。

山縣　確かに大学の中のコラボレーションの中核とし

ては研究所が非常に大きな役割をはたさなければいけ

ないと思っておりますが。僕は１年の辞令をもらって

いますから、１年間だけがんばろうとやっています。

京大に人文科学研究所というのがありますね。あれは

戦後に桑原武夫さんが所長なさっていて、人文科学で

は大きな仕事をなさってきたわけですが、芸大の芸術

研究所は、理論と制作の両方をコラボレートするとい

う形で今後大きくなっていけばいいかなと思います。

山田　人文科学研究所みたいに大きくなくても良いと

思うんです。人文科学研究所より小さな組織でも非常

に良いところがあるんですよね。芸術研究に限っては、

人文科学研究所の上にいくようなものにすれば。つま

り世界がぱっと見る。そこまでいくと、他はどんなに

拡散してもかまわない。そんな感じがしますね。

「大阪芸術大学賞」への夢

依田　その続きになるかどうかわかりませんが、大阪

芸術大学の単独か、企業と一緒ということになるかは

わからないですが、国際芸術賞みたいなものを創設で

きたら非常に素晴らしいことになると思います。京都

に、ノーベル賞に比肩しうる業績をあげた人を対象に

した世界的な賞として、「京都賞」（京セラの創設者稲

盛氏の稲盛財団が運営）というのがありまして、この

三つの部門の一つに芸術部門というのがあります。京

都の芸術系諸大学はやはりこれと同じスケールの国際

芸術賞は創設しにくいように思います。大阪芸術大学

は、大阪ですので、その点実現しやすいように思いま

す。

松井　今朝オフィスに、たまたま京都賞に誰か推薦し
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てください、というのが、私のところに届いていまし

て、そのことは知っています。それは置いておいて。

おっしゃる賞というのは非常に重要かなと思います。

我々のデザイン業界だけなのですけど、コロラド大学

が世界の著名デザイナーを指名しまして、作品を集め

て展覧会を催し、それをコンペにしているんですね。

それを２年おきにやっていて、だんだん世界的に有名

になってしまった。コロラド大学というのが、我々の

世界では誰でも知るようになりました。

私も今まで５回、10年間ぐらい指名されて出してい

るんですけど、大学側は完全に無料でコレクションに

しているんですよね。そんなことは大阪芸大で、でき

ないことはないんじゃないかと思いますね。それで、

いわゆるグラフィックだけじゃなくて、アートから映

画まで、例えば大阪芸術大学賞みたいなものを創って

やるというのも一つ方法論として世界でアピールでき

ると思います。それもこちら側から指名して行うので

す。そうするとこっちが思ったとおり、いい人が呼べ

るんですね。

理事長　それ良いですね。考えましょうよ。

織作　兵庫県の小さな町の朝来（現・朝来市）という

ところが、写真館を建てて下さったんです。明治時代

の建物を移築してくれたんですが、鉱山の町で、フラ

ンスの鉱山大学から来た設計士のムーセさん一家が住

んでいた家をそのまま写真館にしてくださったのです。

そこの町が彫刻展を毎年開いていて、コンペで賞金が

１千万円です。ただしその中には制作費も入っていま

して、１千万の賞金の中でその町で彫刻を創っていく

というイベントがあって、私も審査員をやっています。

事情があって、賞金は300万円になってしまったんです

が、毎回すごくいい作品が集まっています。そこも毎

年作品を残してもらうことが条件でしたが、そういう

ことってできるんじゃないでしょうか。

理事長　指名した作家の人の作品がダメだったら（賞

金は）ゼロなんですか？　

松井　こちらが人を指名するので、悪い作品は集まら

ないと思いますが、例えば、１位がその時なければ、

それは出さないですね。我々の世界でいうと国際コン

ペが世界で何ヵ所かあるんですね。大学でやっている

のが世界でもコロラド州立大学だけなんですよ。後は

チェコのブルノだとか、フィンランドのラハティだと

か、モスクワだとか、メキシコシティだとかっていう

風に数も少ないですし。展覧会を各都市の美術館で３

ヵ月間、あるいは半年と意外に長い時間催しています。

去年も私はブルノに国際審査員として招待され行って

きました。ブルノというのは、我々の世界の中で一番

長い歴史のあるコンペティションなんですよ。ブル

ノ・インターナショナル・グラフィックデザイン・ビ

エンナーレというんですけれど。そこは市も援助して

いるんですね。お金が市から出て、国からも出て、団

体や企業からも出るんですね。市内にある３つの美術

館を使用し、街のギャラリーも沢山参加して催されて

いる。ブルノ市全体を使った「デザイン祭り」となっ

ています。

コンペティションというのは非常に知名度が上がる

確立が高い。確かに我々の世界というのは見せること

が本当に少なかったじゃないですか。グラフィックデ

ザインの展覧会を美術館でやることはあっても、デパ

ートでやるといってもデパート側が敬遠して、なかな

か難しいですよね。アートや写真だったらできるんで

すね。そうじゃなくってグラフィックデザインを見せ

るということを市が完全に援助しているんですね。そ

ういう意味ではやり続けると必ずやいつか知ってくれ

るし、みんながこっちを向いてくれるということがあ

るので、是非僕は提案したいですね。

依田　指名されているということですでに、アメリカ

の映画のアカデミー賞でいったら、ノミネートされて

いるような感じですね。指名されるということは、も

うそれだけで名誉なことなんですね。

松井　そうですね。こんなことで世界と交流できたら

面白いですね。また少し話が変りますけれども、去年

やらせていただきました日本グラフィックデザイナー



協会（JAGDA）主催で、著名デザイナー18名で一日だ

けの講義。題して「JAGDAワンデースクール」を大阪

芸大で行いました。今年も是非やらせていただきたい

んですが。去年開催したところ、関西では大阪芸大で

やると決まったら京都や神戸の大学の学生や若手デザ

イナーたちが来させて欲しいと言うのですよ。大阪芸

大でやることになったから、もう他でやりにくいと思

います。このJAGDAには全国で2200名ぐらい会員がい

るんですね。その中には東京ADCの会員が含まれてい

ます。この「東京ADC」とは「東京アートディレクタ

ーズクラブ」という、日本の著名デザイナー85名とい

うサロン的なクラブです。東京在住以外では私だけが

会員で、この「東京ADC」の会員の多くがJAGDAの会

員でもありますので、私が声をかけると今を時めく売

れっ子デザイナーが、友達感覚で来てくれるんですね。

こんなイベントを立ち上げるとよそがもうできなくな

るので、非常に形としては良いかなと。

山縣　早いもの勝ちですね。

松井　大阪市内でやればもっと大勢来ますけど、わざ

わざ近鉄に乗って来てくれるんですよね。しかも京都

や神戸の学生や若いデザイナーがかなり来たんですよ。

山縣　大和川の南の新しい芸術センターですか（笑）。

松井　そう、新しい芸術センターで新しい企画を付加

する。基調講演で大森先生に話をしてもらうとか。こ

の「JAGDAワンデースクール」はデザインを学ぶ学生

の参加が多いのですが、イベントも含めながら行えば

他学科の学生も喜ぶと思いますね。去年も盛況で500名

以上が入りましたし、良いイベントをやれば良い結果

が出ると思いますね。

さまざまな夢・その実現に向けて

理事長　いろいろな夢が出てきているんですが。窪田

さん、卒業生として、あるいは今社会で仕事なさって

いる方として、こういう夢もあるんじゃないかと、何

かありませんか。

窪田　大学そのものとしては、地域と密着したイベン

トを含めたコラボレーションや、先ほどの松井先生の

お話にあった賞も確かに良いことだと思います。毎年

が厳しいようだったら、ビエンナーレでもトリエンナ

ーレでも、やり方があり、逆にその方がいいんじゃな

いかと思いますね。２年、３年間あたためて調整して

いく方式で。その賞が一過性のものでなく、ずっと続

けていって、それが何年かたって定着して、逆に大阪

芸大の賞がいろんな意味で各芸術分野や各界の登竜門

になるぐらいになればしめたものだと思います。

最初に話したように、芸術の領域はこれからさらに

幅が広くなると思うんです。先程も松井先生から和紙

作りのために精華へ行くというお話がありました。こ

れは可能性があるかどうかは分からないんですが、日

本の伝統芸術を芸術ととらえ、伝統を守り育てて発展

させていく。また、若い人にマッチするような伝統芸

術を育てていく。なかなか難しいと思うんですが。お

茶、お花、それから歌舞伎の世界など、伝統の世界は

幅広いと思うんです。例えば書の世界に挑戦していっ

て、新しい書の学科や専攻をつくれば面白いんじゃな

いかと思うのですが。書道人口、書道芸術というのは

すごく裾野が広いので。漢字文化圏は日本と中国しか

ないわけですから、伝統という部分も守り育てて、今

の時代に合った形で発展させるような学科なりコース

が、もっとできてもいいんじゃないか。それから、こ

れは大学の運営などにかかわってくると思うんですが、

社会が今何を求めているのか、これから先の社会がど

のようになるのかというところを長いスパンでとらえ

ること。例えば「これが当たっているから、これをや

れば学生が来るかな」と飛びつくと、そのときはいい
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けれど先はどうなるかわからない。そうじゃなくて、

今後10年、20年先はこれが必要だというものを見定め

てほしいと思います。

大阪芸大が60年間やってきて、これからもそういう

ように発展させていただければ、卒業生として鼻高々

でやっていけると思います。それから、我々が通って

いたとき以上に、すごい先生方がおられるという理事

長のお話でしたが、それは素晴らしいことだと思いま

す。我々が入った頃、まだ放送学科ができて３年目な

のに放送局のスタジオのような施設と機材、設備がす

でにあった。そういう大学は他にないと思うんですよ。

だいたいはソフトがずっと先行し、知識だけの勉強を

して、社会に巣立っていく。そういう人は社会の現場

に出てから苦労すると思うんです。ところが大阪芸大

の場合は、とにかくハードを造ってしまう。先程、大

森先生がおっしゃったように撮影所があったり、今度

はオペラハウスなどいろんな施設ができて、これは素

晴らしく恵まれていると思うんです。やっぱり現場や、

実技を体験した人間が社会に出ると実践力になります

よ。そういうところをもっともっとPRしていくべきで

はないでしょうか。例えば外部の人に何かの機会に芸

大の施設を体験してもらう。素晴らしい放送施設があ

るんだったら、そのテレビカメラや中継車を使って、

外へ出掛けていっていろいろ行うとか。「攻撃は最大の

防御だ」と言うように、もっと攻めの姿勢でいっても

らえればいいと思います。

山縣　守りが攻めになるような形というのは、それは

一番いいことです。理事長、そろそろ締めでしょう

か？

理事長　今日は本当にたくさん、実現しそうな良い話

がたくさん出てきました。我々教職員全員に、それぞ

れ役割があるわけで、何を行動規範にするかですね。

この行為は学生のためになるのか、ならないのか。こ

れがまず規範です。それをついつい忘れがちですので。

いつも職員の中ではよく言っているのですが、立派な

先生を目の前にするとなかなか言いにくいのですが

（笑）。

山縣　塚本英邦先生はいかがですか。夢として、「さま

ざまなグループが相互的に」というふうにおっしゃっ

ていて、僕も可能ならそういう形があればおもしろい

と思いますが。

塚本英邦　僕も皆さんのお話を伺い、イベントから始

めて授業へいったらいいのか、もしくは自然に時間を

かけた方がいいのか、考えていました。

あと、次の時代についてですが、高齢化社会を迎え、

人口ピラミッドを見ていると、どんどん年齢が上がっ

ていっています。高齢化社会の次の時代のピラミッド

をどうなのか。このままでいくと若者はもちろん、人

口そのものが減る一方というところですが、人口が減

ったときの大学の役割もまた変わってくるんじゃない

かという気がします。

山縣　次世代にとっては、心配の種ですよね（笑）。そ

れについては、先程、大森先生がおっしゃったことと、

最近新聞で読んだこととがリンクして、面白いことが

考えられます。大森先生は芸大で学んで、60歳を過ぎ

てから作家になってもいいんじゃないかというお話で

したね。それと絡んだ形で言えば、60歳を過ぎてから

芸大に来て学んでもいいんじゃないか、とも考えられ

ます。「いろいろ金儲け仕事をやってきたけれど、よし、

一度映画を撮る勉強をしてみようか」とか。あるいは

絵を描いてみよう、小説を書いてみようかというよう

にね。「カルチャー教室でもいろいろ開講してはいるが、

そうではなく芸大へ」というように。その場合、あそ

こへ行ってみようという魅力を持っていないと。「カル

チャー教室でいいだろう」となってしまうといけない

気がします。確か、60歳を過ぎてから、小椋佳が東大

に行ったのでしたか（50歳で銀行退社、東大文学部に

学士入学）、また、内館牧子が東北大学ですか。さまざ

まな形で勉強をし直そうという人がいるわけですから、

定年を迎える団塊の世代の人たちの中から芸術をやろ

うという人もきっと出てくると思うのです。だから、

少子化はそんなに絶望だけではありません。



織作　去年の卒業生で、賞をとった方があります。と

てもユニークなのですが、同年代の女性のポートレー

トを撮っているんです。すごく不思議な雰囲気です。

彼女はもちろん、いつも学校に来ていて、卒業作品の

制作としてそれを出してみましょうということに。す

ごいことだと思うんですよ。こういう方もいらっしゃ

るということを宣伝の一環として紹介してもいいんじ

ゃないでしょうか。エクステンションもあるのですよ

ね。自分の文化的な可能性を活かして社会に役立てた

いなという人が多いと思うんです。

大森　夢のお話についてですがね、夢といいますのは、

かなわぬが花でして、無いから夢を語れるんですよ。

何を申し上げたいかと言いますと、撮影所というの

を持っているというのは夢がかなっているんですよね。

日本でも撮影所が欲しくて映画会社を買い取るという

話があります。インドに行ったら、大富豪が家に撮影

所を持っているんですね。これが夢だったと言ってい

たんですけど。撮影所自体が夢工場と言われているの

で。それを既に持っているということはもう夢がかな

っているということなんですね。これはこれで困った

ものだと思うんですけれど（笑）。学生はあって当たり

前だと思ってしまって、ありがたみがないのでは、と

思ったりします。

だから夢の次のことを考えなければいけないんじゃ

ないかと。それは何かと言うと、芸術というのは何を

教えるかというとリスペクト、尊敬ですね。尊敬を教

えることが芸術を教えることだと思うんですね。僕で

いうと過去の作品であるとか、監督とか、カメラマン

とか。しかし、リスペクトを教えるのがこれほど難し

い時代はないと思うんですよ。それは映画なんか誰で

もできる時代になっちゃったんですよね。昔は映って

いるだけですごいって言っていた時代だったのが、今

はDVカメラで撮って映っていて当たり前という感じで、

すぐにパソコンで編集できる。映画もどきなものがい

っぱいできてきて、それが僕らのいう映画じゃないと

いうことを教える大変さですよね。

夢の次は心の問題になっていくんじゃないかという

感じですね。難しいですね。

山田　大森先生のお話の中で非常に大事なとこがあり

まして、結局リスペクトを生み出すためには、例えば

フィルムセンターがね、東京にはあります。芸大に造

る必要があります。八月には中島監督の作品について

のシンポジウムをやるんですが、京都文化博物館にも

ストックがない。規模は小さくても良い作品、フイル

ム、映画に関しても絶えず集めて観せるということを

やるのが大切ですね。でも、小津を講議していても、

学生で一回も観たことがない人がいるんですよ。こっ

ちも目の前で小津安二郎の作品が観られますので、新

しい発見があります。そういう意味では絶えずビデオ

の良いもの、フィルムの良いものがないといけないで

すね。センターがないとね。センターがあっても絶え

ず使える状態じゃないとだめですね。

理事長　先生、あれはみんなで観るのが良いのですか、

それとも一人の方が良いのですか？

山田　それはね、映画というものは面白いもので、た

くさん集まってと観るのもいいけれど、たまに５、６

人で観るのもいい。どちらでもいいんですよ。

理事長　世間で先駆けてうちでは個人で観られる仕組

みがありましてね。それは一人で図書館の施設で観る

わけなんですけれど、会場があってにぎやかな方がい

いのかどうか。

大森　結局一人だと観に行きにくいというだけだと思

いますよ。基本的に一人で観ても、大勢で観ても映像

は一緒だと思いますよ。

山縣　ただ一人で観る場合は本人のモチベーションが

25



26

いると思うのですね。立て看板があって映画をやりま

すよといった方が、ある程度受け身ででもみられるん

じゃないですか。看板そのものがモチベーションにな

りますから。

依田　学生時代に観た外国映画で、頂上が広く平らな

岩山の頂上の少し下をすでに頂上を飛び立って逃げて

行く悪玉の乗った小型のプロペラ機（セスナ機）が見

えています。そこへあとから追いかけてきた善玉ヒー

ローが、勢いを付けてオートバイに乗ったままで頂上

から飛び降りて、オートバイごと遥か眼下の小型機の、

ドアが開いている操縦席に飛び込む場面がありました。

ぼくはすごいと喜び、涙目になり感動しつつも、思わ

ず、「そんなあほなー」と叫びました。すると、多数の

観衆の内、少なく見積っても、10人は下らぬ観衆がほ

ぼ同時に「そんなあほなー」と叫んでいました。みん

なで観るのも楽しいですね。ですから、entertainmentと

いう英語は、entretenirというフランス語の動詞からき

ていますから、entre（二つの間）を+tenir（よい状態に

保つ）ということですから、entertainmentのenter（二つ

の間）は、主として、主・客即ち映画スクリーンや舞

台と、観衆との間を意味しているのでしょうが、ひょ

っとすると、出演者同士や観衆同士の間でも使えるか

も知れませんね。

理事長　トラさんの最初の頃なんかトラさんが出て来

ただけで、どーんと観衆が湧きあがっていましたよね。

山縣　学生さんの好奇心を旺盛にするというかモチベ

ーションづくりも大切ですよね。松井先生なんか、先

生の周りに、松井軍団がいるんですよね。松井先生の

ファンの会みたいなものがあるんですよ。

織作　松井先生の最初のお話に「誉めてあげる」とい

うのがあったのですが全く同感です。自分が必要と感

じることが生きている証になると思うんですね。

依田　最後の話題になろうかと思いますが、少し不思

議な縁の話をしたいと思います。山縣先生からさきほ

ど、理事長がちょうど60歳になられたという話があり

ましたが、なぜ話題に上るかというと、いうまでもな

く、塚本学院の創立の年月日と理事長の生年月日が同

じであるからです。365日、当時の地球上の同一の生年

月日の人数、地域、勤務先数等々の多数の項目を念頭

に計算しますと、分母が途方もなく大きくなるきわめ

て小さい確率です。そこに不思議な縁を感じざるをえ

ません。

不思議な縁といえば、もう一つあるんです。それは、

学院創設が、初代理事長学長塚本英世先生が1945年10

月15日に、平野英学塾を、大阪の平野の大念仏寺の宿

坊を借りて創設されたことに始まりますが、この「平

野の大念仏寺」と、大阪芸術大学が、大阪芸術大学グ

ループの中心として今日大発展していることが不思議

な縁で結びついているということなんです。つまり

「平野の大念仏寺」と「芸術」との縁のことなんです。

そのことをちょっと説明させていただきます。そも

そも平野の大念仏寺といいますのは、わが国最初の念

仏宗である融通念仏宗の大本山です。この融通念仏は

大念仏とも言うんですが、この教えの創始者は、良忍

です。西暦1073年生まれで、1132年に亡くなりました。

良忍上人または聖応大師と敬って呼ばれています。い

うまでもないことですが、彼は卓越した僧でありまし

て、実際、彼の教えは、46歳のとき大原で念仏三昧中

に、阿弥陀仏が立ち現れ、速疾簡捷な往生の方法を

「一人一切人、一切人一人、一行一切行、一切行一行、

是名他力往生。十界一念、融通念仏、億百万遍、功徳

円満。」として彼に示した偈がもとになっています。

実はですね、良忍は、人生の大半を京都大原に隠棲

して過ごしましたが、一時期、京の都や、全国に融通

念仏遊説の旅に出ましたが、そのとき立ち寄ったのが、

大念仏寺（古名修楽寺）です。立ち寄った理由は、聖

徳太子と関係があるんです。つまりですね、良忍は聖

徳太子をことのほか尊崇していまして、わが大阪芸術

大学のキャンパスの中にあるとうっかり思いそうなほ

ど近くに聖徳太子の御陵のある叡福寺がありますけれ

ども、ここにちゃんと詣でているんです。ところが彼

の聖徳太子崇敬は半端じゃないんですよ。つまりです



ね彼は、大原で61歳でなくなり、大原の来迎寺に葬ら

れたのですが、彼は聖徳太子の御陵のある叡福寺に詣

でただけでなく、遺言で、死後の自分の骨を分骨して、

叡福寺に埋葬させたほどなんです。もちろん聖徳太子

縁の四天王寺にも詣でています。このときに当時の平

野の修楽寺（のちの大念仏寺）にはいり、多くの人々

を導き、この寺を根本道場と定めたというところから

融通念仏宗の大本山になったというわけです。立ち寄

った理由が聖徳太子で、もしかしたら大阪芸術大学の

キャンパスのあるあたりを歩いていたかも知れないと

考えてみると不思議でしょう。でも、これからお話し

する「大念仏寺」と「芸術」の不思議な縁をお聞きに

なったらもっと不思議に感じられますよ。

今お話いたしました熱情的に布教する宗教人として

の同じこの良忍は、日本の音楽の原点とも言われる、

仏会で仏の徳をたたえて経文に曲節を付して唱える声

明（しょうみょう）の達人でもあるんです。よほどの

美声であったらしくてですねぇ、生まれたときの第一

声があまり美しかったので音徳丸という幼名をつけら

れたとか、今も京都大原に音無しの滝というのがある

んですが、どうやら良忍の美しい声明に、滝が共鳴し

てその音を止めたので、そんな滝の名になったとかい

ろんな伝説が残っているほどなんです。とにかく音楽

芸術と密接に関わりがあるんです。

ところがですよ、この良忍の開いた融通念仏宗は、

「融通念仏縁起」と呼ばれる大量の「絵巻」をいわばメ

ディアとしてこれを布教活動に用いて勢力を一気に拡

大していったのです。この絵巻には、仏前で勧進聖と

よばれる指導僧の立会いのもと、あらゆる階層の信者

が色とりどりの衣服を身にまとって躍っている、躍動

的で、熱狂的で、写実的な様子が描かれています。登

場人物の顔の表情も、豊かで、アニメに出てくるよう

なのもあります。とにかくすごいんです。見事な芸術

作品であり、それは、まるでですね、舞台芸術や、映

画芸術で表現される世界のように活き活きと描かれた

絵画と文章からなっていますから、もう総合芸術とい

ってもいいですよねぇ。

もう皆さんお分かりだと思いますが、塚本学院発祥

の地「大念仏寺」と「芸術」の結びつき、縁・・・実

に不思議です。そう思われませんか。

山縣　今日はお忙しい中ありがとうございました。私

自身正直申し上げますと、ここで以前から親しく口を

利いていただいているのは山田先生と松井先生、それ

に依田先生だけで、大森先生はときどき学内でお見か

けするだけで、織作先生はお目にかかるのも今日が初

めてでした。学科を超えてのコラボレーションはまず

ここから始めることにしようという気もしますが。何

かの縁でここでご一緒したわけですから、大阪芸大が

より良く発展していくために、また何か機会がありま

したら、ご一緒させていただきたいと思います。諸先

生方、理事長、それに事務局側の皆さん、今日はどう

も本当にありがとうございました。
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大阪芸術大学のあゆみ

昭和20年（1945） 初代理事長・学長故塚本英世により、平野英学塾創設。

昭和21年（1946） 財団法人浪速外国語学校（3年制）を創立。平野英学塾を発展的解消。

昭和26年（1951） 浪速外国語短期大学（英語科第一部）開学。

学校法人浪速外国語学院設立。

昭和32年（1957） 大阪美術学校（各種学校）美章園学舎設置。

昭和34年（1959） 大阪市東住吉区矢田に本部を移転。

昭和39年（1964） 浪速芸術大学芸術学部美術学科・デザイン学科を設置。

昭和41年（1966） 学校法人浪速外国語学院を学校法人塚本学院に改称。浪速芸術大学を大阪芸術大学に改称。

昭和42年（1967） 大阪芸術大学芸術学部建築学科・文芸学科を増設。

昭和43年（1968） 大阪芸術大学芸術学部音楽学科・放送学科を増設。

昭和45年（1970） 大阪芸術大学芸術学部写真学科・工芸学科を増設。大阪芸術センターを設置。

昭和46年（1971） 大阪芸術大学芸術学部環境計画学科・音楽教育学科・演奏学科・映像計画学科を増設。

昭和47年（1972） 大阪芸術大学附属の大阪音楽専門学校（各種学校）を設置。

米国A・I・C・A・D加盟校との夏期特別セミナー（第1回）開講。

以後、毎年本学およびカリフォルニア美術工芸大学（C・C・A・C）等を会場として交互に開講。

第1回日韓3大学デザイン美術交流展開催。以後、大阪およびソウルを会場として開催。

昭和48年（1973） 大阪芸術大学芸術専攻科（美術・デザイン・建築・文芸・音楽各専攻）を増設。

昭和49年（1974） 大阪芸術大学芸術学部舞台芸術学科・芸術計画学科を増設。

昭和50年（1975） 学院創立30周年記念式典を挙行。

昭和53年（1978） 大阪芸術大学芸術専攻科（写真・工芸・音楽教育・演奏各専攻）を増設。

昭和56年（1981） 大阪音楽専門学校（各種学校）を大阪芸術大学附属大阪音楽学校（各種学校）に改称。

大阪美術学校（各種学校）を大阪芸術大学附属大阪美術専門学校（専修学校）として設置。

塚本英世記念館／芸術情報センターを設置。

昭和60年（1985） 学院創立40周年記念式典を挙行。塚本学院大阪芸術大学御岳高原研修センターを設置。

昭和62年（1987） 第1回日中作品交流展を上海で開催。以後、隔年に大阪と上海で開催。

大阪芸術大学附属大阪音楽学校を廃止。学校法人塚本学院白浜研修センターを設置。

平成３年（1991） 大阪芸術大学の入学定員変更。

（芸術学部・美術、デザイン、建築、文芸、音楽、放送、写真、工芸、映像、環境計画、音楽教育、

演奏、舞台芸術、芸術計画の各学科。終期平成12年（2000）3月31日）

平成４年（1992） 学校法人塚本学院管平高原研修センターを設置。

平成５年（1993） 大阪芸術大学大学院芸術文化研究科芸術文化学専攻（修士課程）を設置。

平成７年（1995） 学院創立50周年記念式典を挙行。

大阪芸術大学大学院芸術文化研究科芸術文化学専攻（修士課程）を設置。

平成９年（1997） 大阪芸術大学大学院芸術制作研究科芸術制作専攻（修士課程）を設置。

平成13年（2001） 大阪芸術大学通信教育部を設置。

平成14年（2002） 大阪芸術大学博物館を開設。

平成15年（2003） 大阪芸術大学芸術学部環境計画学科を環境デザイン学科に改称。

平成17年（2005） 大阪芸術大学大学院の芸術文化研究科と芸術制作研究科を芸術研究科博士課程［前期・後期］に改組。

大阪芸術大学芸術学部キャラクター造形学科を増設。


